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提案シーズ

• マンホールまわりの段差修正による振動の軽減
⇒「スマートパッチ」
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• 振動低減舗装による振動対策
⇒「ロードサスペイブ」

• 轍掘れの効果的な補修方法
⇒「ベアミックス」



振動低減型舗装

（ロードサスペイブ）
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表 層 表 層

基 層 ロードサスミックス

アスファルト安定処理路盤 アスファルト安定処理路盤

＜一般的な舗装＞ ＜ロードサスペイブ＞

振動発生 吸収・減衰

振動低減

振動減衰層

振動低減型舗装(ロードサスペイブ)とは
ロードサスペイブは、表層の直下に振動減衰層として、特殊

改質アスファルト混合物（以下、ロードサスミックス）を設置し、

振動エネルギーを内部で吸収・減衰することによって振動の

伝搬を少なくする舗装。
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ロードサスミックスの概要

項 目
ロードサスミックス St.60～80

SMA(13)SMA(13) SMA(5)

マーシャル試験
安定度(kN) 8.1 7.9 9.7

フロー値(1/100cm) 25 35 24
WT試験 DS(回/mm) 2,000 1,200 480

曲げ試験(-10℃) 破断ひずみ(×10-3) 20.7 18.9 5.1

ロードサスミックスは、改質アスファルトに
添加剤を添加した特殊改質アスファルトを
用いた混合物である。

ロードサスミックスは、ストレートアスファ

ルト60～80を用いたSMA(13)に比べて、
耐流動性が高く、たわみ性に優れている。

特殊改質アスファルト



ロードサスミックスの振動減衰性
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供試体 Ａ Ｂ Ｃ

表層 密粒(13)改質Ⅱ型 t=50mm

基層
St.60/80
粗粒(20)
t=50mm

ロードサスミックス

SMA(13)
t=50mm

SMA(5)
t=30mm

ロードサスミックスを基層に適用した

場合、衝撃加速度が小さく、損失係数

が大きく、振動減衰効果が高い。

損失係数の測定状況
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【損失係数が大きいほど振動減衰効果が高い】
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（１）表層と基層の一部を切削する場合

既設表層

既設基層

アスファルト安定処理路盤

新設表層

ロードサスミックス（SMA(5)）

既設基層

アスファルト安定処理路盤

（２）表層と基層を切削する場合

既設表層

既設基層

アスファルト安定処理路盤

新設表層

ロードサスミックス（SMA(13)）

アスファルト安定処理路盤

ロードサスペイブの施工条件

t=3cm

t=5cm
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準 備 工

表層と基層の一部を切削する場合 表層と基層を切削する場合

表層と基層の一部(t=30mm)を切削

タックコート

ロードサスミックス
SMA(5) t=30mm の舗設

表層と基層を切削

養生・交通開放

準 備 工

タックコート

タックコート

表層の舗設

ロードサスミックス
SMA(13) t=50mm の舗設

タックコート

表層の舗設

ロードサスペイブの施工方法
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ロードサスペイブの適用条件

（１）既設舗装において、ひび割れ率が15％以下である。

（２）舗装計画交通量に対する舗装厚さ（TA）が確保され

ている。

（３）路床の推定CBRが３％以上である。

（４）車輪通過部に人孔が無いことが望ましいが、人孔が

ある場合には、後付けの人孔に変更するとよい。

（５）縦断勾配が10％以下である。
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ロードサスペイブの適用事例

表層
t=50mm

基層
t=100mm

粒状路盤

再生密粒(13)
t=50mm

再生密粒(13)
t=50mm

ロードサスミックス
SMA(13) t=50mm

再生粗粒(20)
t=50mm

既設基層
t=50mm

既設粒状路盤

既設舗装 ロードサスペイブ 通常舗装

打換え

【施工概要】

・舗装計画交通量：Ｎ5
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ロードサスペイブの適用事例

【振動低減効果の検証】

・荷重車（総重量20t）を一定の速度（40km/h）で走行させ、振動

レベル計を道路境界に設置し、振動レベルのピーク値を測定

ロードサスペイブは通常舗装に比べて、振動レベルのピーク値が約5dB低減
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ロードサスペイブの適用事例

【供用性の検証】
・ロードサスペイブのわだち掘れ量は、通常舗装と同等。

・ロードサスペイブの平たん性は、通常舗装と大差ない。

・供用2年後においてひび割れの発生は見られない。
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ロードサスペイブの供用性は、通常舗装と同等である。
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ロードサスペイブの施工実績

番
号

発注者 工 事 件 名 施 工 場 所
施工
年月

施工
面積
（㎡）

施工
厚さ
（cm）

1
神奈川県
横浜市

主要地方県道道横浜上麻生青葉
区鉄町地内舗装修繕補修工事

横浜市青葉区
2019年
10月

540 5

2 横浜市
主要地方県道道横浜上麻生青葉
区鉄町地内舗装修繕補修工事

横浜市青葉区
2019年
11月

1450 5

3 中野区
道路路面補修工事
（工事第31208号）

中野区江古田
2019年
11月

1500 5

4 浜松市
令和元年度 道路維持修繕国県
道単独事業

静岡県浜松市
2020年
2月

1100 3

5
熊本防衛
支局

新田原（2）庁舎新設等建築
その他工事 NO.20B0444

宮崎県児湯郡新富
町

2022年
8月

130 5

6 姫路市
姫路市広畑本町貯留管他建設工
事 発進立杭アスファルト舗装
(No.3)

姫路市
2022年
9月

50 5



段差補修材

（スマートパッチ）
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高耐久アスファルト混合物
（ベアミックス）
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